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資産を活用した中で、収益を得て利益を 

生まなければ意味がありません。 
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例えば、在庫が多すぎると「陳腐化する」、「品質が保たれなくなる」、「古くなる」、「品質劣化による商

品価値が低下する」、「保管場所、費用、管理費用が増大する」、「キャッシュフローが減少する」といった 

課題が残ります。 

逆に、在庫が少なすぎると「機会損失」、「販売用機会を損失する可能性がある」、「納品時間が短くなり、

短期間で補充しなければいけなくなる」、「品切れの心配が起こる」、「コスト削減にならない」、「大量 

仕入れができない」といった課題が残ります。 

２）在庫管理の意味・解釈 
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一つ目の機能は、ロット編成です。ロット編成による在庫、経済的なロットサイズ、大量効果を狙った在庫、 

つまり、大量仕入れをすることです。 

 

二つ目の機能は、変動、安全在庫です。これは、需要の不確実性に対応するための在庫です。需要の見込みが 

立たない、わからないときのための在庫を持ちます。 

 

三つ目の機能は、安定化です。調達が不安定な場合の、買い溜め在庫、生産工程が不安定な場合の多量生産、 

在庫となります。 

 

四つ目の機能は、見越し、仮需要対策です。季節性の強い品目の作り溜め在庫、大きなイベント、法改正の 

大量出荷対応在庫があてはまります。 

 

五つ目の機能は、輸送リードタイムです。輸送期間中の在庫、国際輸送などにおける長い輸送期間があて 

はまります。 
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在庫管理における制約への対応を見ていきましょう。 

在庫の削減をしようと言われますが意外と難しいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜならば、まとめて仕入れた方が安い、（製造においても）まとめて作った方が安い、という制約条件が 

あるからです。 

 

営業担当者からすれば、お客様に迷惑をかけたくないため、あらゆる商品をできるだけ用意したいという 

ニーズや価値観から物流側ではある程度在庫を持たなくてはならないということも発生します。 

しかし、経理、財務の立場からすると在庫が多い、物流コストも高いということを言わなければなりません。 

 

これらの関係が、在庫削減を難しくしているのです。 
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この概念では、川上に行くに従って、それぞれの立場が様々な想定をしていくのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に消費者が２０個の物を買ったとします。 

小売店舗は、今回２０個売れたから、次は３０個売れるかもしれないと考えて発注をします。 

 

その上の卸、代理店は小売店舗の注文を受けて５０個は売れるだろうと想定し発注します。 

実際に消費者が購入した２．５倍になっています。 

更にそのうえの、メーカー販売店は、８０個売れるだろうとさらに数量を増やして発注します。 

 

最終的に生産工場は、１００個作っておこうと考えて生産します。 

 

実際の購入数２０個の５倍となるのです。 

 

 

 


